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ご協力ありがとうございました。

　ご応募の際にご記入いただきました個人情報は、抽せん・賞品（賞品引換券）の

発送・アンケート統計以外の目的で使用することはございません。

お便り＆メッセージ
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月の休日救急当番医・歯科休日急患在宅医月の休日救急当番医・歯科休日急患在宅医
鹿屋市医師会　　　　　　  診療時間 8:30 ～ 18:00
月　日 医 療 機 関 住　所 ☎（0994）

4月 29日
 末次内科循環器科 新生町 43-2331
 やのファミリークリニック 寿４丁目 43-6248
 はるしま整形外科クリニック 旭原町 41-2211

30日
 おばま医院 寿２丁目 42-5235
 えとう小児科 札元２丁目 40-3700
 田村脳神経外科クリニック 川西町 41-7100

5月  3日
 フクダ医院 寿３丁目 43-4191
 おひさまこどもクリニック 新川町 42-7822
 鮫島整形外科医院 寿１丁目 43-2535

4日
 池田病院 下祓川町 43-3434
 まつだこどもクリニック 西原２丁目 52-0507
 池田病院 下祓川町 43-3434

5日
 恒心会おぐら病院 笠之原町 44-7171
 こだま小児科 笠之原町 41-5111
 恒心会おぐら病院 笠之原町 44-7171

 7日
 みやぞのクリニック 田崎町 40-4600
 やのファミリークリニック 寿４丁目 43-6248
 小林クリニック 上谷町 41-0700

14日
 こだま共立クリニック 寿５丁目 43-2510
 えとう小児科 札元２丁目 40-3700
 音和クリニック 寿５丁目 36-8863

21日
 浜崎クリニック 向江町 43-3305
 まつだこどもクリニック 西原２丁目 52-0507
 検見崎クリニック 西原 1 丁目 43-2991

28日
 伊東クリニック 札元２丁目 43-3500
 こだま小児科 笠之原町 41-5111
 たんぽぽクリニック 川西町 42-6778

肝属東部医師会　　　　 　 診療時間 9:00 ～ 17:00
月　日 医 療 機 関 住　所 ☎（0994）

4月30日 小浜クリニック 吾平町上名 58-6025
5月  7日 山内クリニック 肝付町前田 65-8181

14日 花田整形外科・リウマチ科医院 串良町有里 63-1379
21日 吉川医院 肝付町前田 65-2022
28日 黎明脳神経外科医院 串良町上小原 63-7878

　大隅肝属地区消防組合テレホンサービス 
　☎ 0994-43-0119

平日／午後5 時から夜間救急当番医を案内

※ただし、 火災発生時は一時火災情報に変わります。

休日／休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医を案内

※�休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医は変更になることが

　�あります。 各医療機関にご確認のうえ受診してください。
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鹿屋市歯科医師会　　　　  診療時間 9:00 ～ 15:00
月　日 医 療 機 関 住　所 ☎（0994）

4月 29日 はまち歯科・小児歯科クリニック 札元 2 丁目 43-8461
30日 クリス歯科 白崎町 41-3931

5月  3日 中野歯科医院 共栄町 41-7455
4日 安楽歯科 寿５丁目 44-2220
5日 高須歯科医院 高須町 47-2525
7日 けいこ歯科 寿 4 丁目 40-0418

14日 さかもと歯科クリニック 寿８丁目 44-2003
21日 四季デンタルクリニック 寿４丁目 44-1500
28日 下浜歯科医院 川西町 41-5888

　出費の多い子育て世帯を応援するため、 おむつ

購入の助成券を交付しています。

●対象者　乳児の保護者 （乳児 ・ 保護者ともに

　市内に住所を有する人）

●助成内容　対象乳児１人につき上限 12,000 円

　のおむつ助成券の交付

わいい孫への贈り物事業 　  問市子育て支援課　☎ 0994-31-1134

●申請期限　対象乳児の満１歳の誕生日前日まで

●申請に必要なもの　申請者の身分が証明でき

　るもの、 母子手帳、 印鑑

※期限の切れたおむつ助成券は、 申請後１年以内

　なら交換手続き可　
※各総合支所でも受付可

か

八方ふさがりで、久しぶりに産

みの苦しみを味わった今月号

の作成。異動による出会いと別れ

を繰り返し、良い広報誌を届けられ

るよう今後も精進します。（久冨木）

十人十色の人々 へのインタビュー。

楽しい反面、文字数制限内で

自分の言葉を使って書かなければい

けません。広報配属３年目でもやっぱ

り筆は遅いままです。（下曽山）

八頭身のプロポーションを持っ

ていれば、木を撮るときに

もっと高い視点で写真が撮れたの

かなあと思わずにはいられない、

林業特集の取材でした。（堂込）

夜泣きが落ち着いてきた我が

子。子どもの成長は早いと感

じる一方で、今号から広報誌作成に

携わることになった自分も成長して

いかなければと感じました。（牧野）


